










































































































































0年 1月 出所 －－－
0 年 2 月 ダルク通所開始 －－－
0 年 7 月 刑期満了 －－－
0 年 8 月 スリップ 1―1 2 か月後に告白
0年 11 月 スリップ 1―2 1 週間後に告白
1年 2月 スリップ 2―1 女性と
1年 7月 スリップ 2―2 女性と
2年 6月 スリップ 3―1 1 週間後に告白
直後に携帯電話解約
3年 6月 スリップ 3―5 －－－
4 年 5 月 ①インタヴュー パネル 1回目
4年 6月 クリーン 1年バースデイ －－－































時期 状況 表 1のスリップ
一回目 保護観察期間終了後すぐ 知人に誘われて S1―1, S1―2
二回目 出所 1年後 女性と S2―1, S2―2















































































































さんは 3年 11 か月の時点で、ある NAグループのセクレタリーを引き
受けることにした（抜粋 2）。






























【抜粋 3　なまけものの勘違い［0年 10 月の日記］】
































いる。抜粋 3が書かれた 10 か月の時点から抜粋 4の 1年 10 か月の時点
のあいだに、ミーティングに取り組む姿勢に変化があった。これこそ、
スピリチュアルな成長のひとつであろう。


























































































































いなる感謝を表したい。本論 3節は第 85 回日本社会学会大会報告「ス
リップサイクルの進化を通じての『回復』：ダルクにおける『回復』の
社会学的検討（5）」（2012 年 11 月 4 日札幌学院大学）に、そのほかの
部分は、第 86 回日本社会学会大会報告「薬物依存者における『回復』
調査の困難と日記：ダルクにおける『回復』の社会学的検討Ⅱ（4）」
（2013 年 10 月 12 日慶應義塾大学）に加筆修正したものである。発表や
草稿にたいしてコメントを寄せてくださったみなさんに感謝する。
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Francis, David. & Hester, Stephen.  2004. An invitation to ethnomethodology: 



























Advantages of Supplementing Interview Data
with Diary Information:




　Narcotics Anonymous  (NA)  is one of  the major self-help organizations  for 








NA group, were  recorded  together with  the dates  in his diary, which enabled 
reconstruction of the biography of his spiritual growth.
KEY WORDS：drug addiction, recovery, diary method, panel research interview, 
DARC, Narcotics Anonymous (NA)
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